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鈔
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さ
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声
点
に
つ
い
て

三

一
、
は
じ
め
に

有
職
故
実
の
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
名
目
鈔
』
に
は
、
そ
の
伝
本
の
一
部
に

声
点
を
差
す
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
根
上
剛
士
氏
に
よ
っ
て
第
二
群
本
と
第

三
群
本
と
に
分
類
さ
れ
た
。
第
二
群
本
と
は
、「
所
収
語
に
傍
訓
を
付
し
、
濁

声
点
を
漢
字
に
施
す
も
の
」
で
あ
り
、
第
三
群
本
と
は
「
所
収
語
に
傍
訓
を
付

し
、
声
点
・
濁
声
点
を
、
字
音
の
場
合
は
漢
字
に
、
和
訓
の
場
合
は
傍
訓
に
施

す
も
の
」
と
さ
れ
る
（
１
）。
第
二
群
本
の
声
点
は
、
そ
の
多
く
が
中
院
通
秀
に
よ
っ

て
差
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
の
ち
に
甘
露
寺
親
長
（
蓮
空
）
の
加
え
た
も
の

な
ど
も
含
む
（
２
）。
第
三
群
本
の
声
点
は
「
後
水
尾
院
御
説
」
に
も
と
づ
く
と
根
上

氏
は
言
う
。
し
か
し
、
筆
者
に
は
、
す
で
に
仁
和
寺
門
跡
の
尊
海
ま
た
は
そ
の

周
辺
で
差
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
３
）。

『
名
目
鈔
』
そ
の
も
の
は
、
六
百
項
目
ほ
ど
の
朝
廷
関
係
の
名
目
を
掲
げ
て

読
み
方
を
示
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
そ
の
意
味
、
使
用
法
な
ど
を
注
記
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
の
ち
に
項
目
を
増
補
し
た
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
を
こ
こ
で

は
「
増
補
系
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
も
声
点
の
差
さ
れ

た
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
声
点
の
性
格
や
系
統
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
は
、
増
補
系
諸
本
に
記
さ
れ
た
奥
書
・
識
語
・
増
補
内
容
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
分
類
を
試
み
、
さ
ら
に
そ
こ
に
差
さ
れ
た
声
点
の
淵
源
、

系
統
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
増
補
系
声
点
本
に
記
さ
れ
た
奥
書
・
識
語
に
つ
い
て

増
補
系
諸
本
の
う
ち
で
声
点
の
差
さ
れ
た
も
の
を
、
こ
こ
で
は
八
本
取
り
上

げ
て
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
花
山
院
本
、
Ｂ
松
井
本
、
Ｃ
浅
草
文
庫
本
、

Ｄ
南
葵
文
庫
本
、
Ｅ
宮
嶋
本
、
Ｆ
蓬
左
文
庫
本
、
Ｇ
徳
川
本
、
Ｈ
不
忍
文
庫
本

で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
奥
書
・
識
語
は
、
①
（
姉
小
路
）
済
継
奥
書
、
②
立
安

増
補
系
『
名
目
鈔
』
諸
本
に
差
さ
れ
た
声
点
に
つ
い
て

上　

野　

和　

昭



四

識
語
で
あ
る
。
と
く
に
花
山
院
本
、
松
井
本
、
浅
草
文
庫
本
は
、
版
本
に
写
本

を
合
綴
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
部
分
は
刷
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

た
だ
し
、
花
山
院
本
の
版
本
は
慶
長
の
も
の
で
あ
る
か
ら
①
②
は
載
せ
る
が
、

③
（
林
）
時
元
刊
記
は
な
い
。
一
方
、
松
井
本
と
浅
草
文
庫
本
と
は
江
戸
前
期

に
刊
行
さ
れ
た
版
本
で
、
版
本
と
し
て
は
③
を
加
え
る
か
わ
り
に
①
②
の
署
名

と
日
付
（
左
記
傍
線
部
）
を
欠
き
、
朱
筆
を
も
っ
て
こ
れ
を
補
っ
て
い
る
。

①
（
姉
小
路
）
済
継
奥
書

右
一
冊
不
慮
ニ
披
見
之
間
卒
ニ
写p

之
東
山
左
府
實

公
」
自
筆
也
件
ノ
本
草

本
歟　

或
有w

篇
目q

不p

載w
其
子
細
ヲ

q

或
ハ
翻
」
轉
之
所ト
コ
ロw ノ
鉤コ
ウ

引イ
ンq

ス
ル
之
大
略

如p

本
写p

之　

少
々
又
加w

今
案w ヲ
重
説
書
」
損
之
處
々
漏モ
ラp

ス
止w

テ
外
見q

ヲ

可w

キ
練レ

ン

習シ
ツq

而
已
」
于
時
明
應
九
秊
秋
望
後
一
日　
　
姉
小
路
臍
継
卿
也
羽
林
藤
判

②
立
安
識
語

右
山
科
亜ア

槐ク
ハ
イ言
継
以w

自
筆
ノ
本q

ヲ
清
濁
朱
点
等
一
校
了　

立
安
」
慶
長
元

年
仲
冬
廿
七
日　

慶
長
第
三
林
鐘
念
日

③
（
林
）
時
元
刊
記

洛
陽
今
出
川　

林
和
泉
掾
時
元
板
行

こ
れ
ら
の
奥
書
・
識
語
が
増
補
系
声
点
本
に
共
通
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
ら
が
、
版
本
を
も
と
に
増
補
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
の
特
徴
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
。

Ａ
花
山
院
本
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
〇
一
九
‐
と
‐
八
七
四
九
）

版
本
に
写
本
を
合
綴
し
て
一
冊
と
な
す
も
の
。
慶
長
の
古
版
本
の
前
に
《
名

目
抄
目
録
》
の
ほ
か
「
衵
」「

」
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
に
つ
い
て
の
注
と
《
洞

院
家
系
図
》
を
記
し
、
後
ろ
に
《
續
類
聚
》
の
抜
書
を
一
条
冬
経
本
か
ら
書
写

す
る
。
そ
の
あ
と
に
《
諱
名
訓
抄
》
を
載
せ
、
さ
ら
に
大
炊
御
門
経
光
本
か
ら

「
異
位
重
行
」
以
下
五
丁
に
わ
た
る
名
目
の
解
説
を
追
記
し
て
い
る
。

古
版
本
を
用
い
て
い
る
の
で
、
版
本
の
奥
書
と
し
て
姉
小
路
済
継
に
よ
る
明

応
九
年
の
奥
書
に
加
え
て
、
立
安
に
よ
る
、
慶
長
元
年
と
同
三
年
の
記
載
の
あ

る
識
語
が
あ
る
。
そ
の
あ
と
に
、「
写
本
云
」
と
し
て
菅
和
長
に
よ
る
永
正
十

五
年
（
一
五
一
八
）
の
奥
書
（
④
）
を
、
そ
し
て
「
大
炊
御
門
右
府
経
光
借
用

ノ
本
奥
書
云
」
と
し
て
通
秀
識
語
（
⑤
）
を
転
載
す
る
。
さ
ら
に
半
丁
を
あ
け

て
永
正
十
六
年
の
尊
海
識
語
を
引
用
す
る
、
花
山
院
定
誠
の
識
語
（
⑥
）
が
あ

る
。増

補
部
分
は
こ
れ
ら
奥
書
・
識
語
の
あ
と
に
続
く
。
末
尾
に
は
花
山
院
持
實

の
識
語
（
⑦
）
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、
後
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
前
表
紙
裏
に

貼
紙
し
て
左
の
よ
う
な
書
付
が
あ
る
。

名
目
抄　

花
山
院
家
御
蔵
本
也
」
文
恭
院
内
大
臣
定
誠
公
宝
永
元
年
薨
六
十
五　

奥
書
」
権
大
納
言
持
實
卿
享
保
十
三
年
薨
五
十
九　

同

お
そ
ら
く
本
書
は
花
山
院
定
誠
以
来
、
持
實
を
経
て
花
山
院
家
に
伝
わ
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

④
（
菅
）
和
長
奥
書

這
一
鈔
東
山
左
府
公
之
作
抄
也
以
自
筆
之
正
本
令
書
」
写
畢
旨
趣
見
序
文

矣
但
未
全
修
之
条
有
其
恨
乎
文
」
書
篇
車
馬
篇
等
已
胥
欠
矣
以
厥
志
之
不

終
可
」
謂
後
生
之
無
念
也
永
正
戊
寅
秋
七
月
下
候
書
」
大
府
卿
菅
和
長
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五

⑤
（
中
院
）
通
秀
識
語

此
抄
東
山
左
府
實公

作
也
以
自
筆
之
本
誂
彼
禪
」
息
勝
南
院
法
印
守
誉
写

留
之
可
秘
蔵
者
也
」
権
大
納
言
通
秀

⑥
（
花
山
院
）
定
誠
識
語

右
洞
院
左
府
實

公

　
　

自
筆
筆
草
本
也
未
再
治
之
間
」
假
名
點
畫
等
不
審
少
々

有
之
間
注
一
紙
逍
遥
院
實
隆
公

　
　

」
了
彼
返
状
云
」

端
作
文
章
略
之
抑
名
目
抄
御
不
審
所
々
愚
存
分
」
申
候
如
此
之
物
不
及
再

治
有
謬
之
事
先
賢
」
常
之
習
候
不
可
守
株
事
候
千
喜
万
悦
重
而
」
可
申
承

候
恐
々
敬
白　

正
月
十
一
日
堯
空
」

為
後
生
注
之
于
時
永
正
十
六
年
正
月
十
三
日
書
」
仁
和
寺
真
光
院
雪
窓
了

尊
海
」

右
奥
書
者
以
後
西
院
宸
翰
」
官
本
校
讐
之
時
彼
御
」
記
之
奥
書
令
書
写
了
」

元
録マ

マ

元
年
十
二
月
十
日　
　

定
（
花
押
）

⑦
（
花
山
院
）
持
實
識
語

右
名
目
鈔
元
禄
元
年
厳
父
定
誠

公

以　

後
西
院
勅
筆
」
之
本
加
再
校
給
元
禄

末
年
又
一
条
前
殿
下
冬
経
公
」
秘
本
加
校
合
給
今
度
以
大
炊
御
門
前
右
府

経
光
公
之
本
」
委
細
令
校
合
了
」
元
禄
十
一
年
仲
冬
日　
　

権
大
納
言
持

實
ま
た
花
山
院
本
は
、
版
本
の
冒
頭
、
首
題
「
名
目
鈔
」
の
下
に
「
黄
色
点
右

府
経
光
本
之
点
也
奥
書
権
大
納
言
通
秀
也
蓋
通
秀
訓
カ
」
と
い
う
書
き
入
れ
が

あ
る
。
ま
た
「
恒
例
諸
公
事
篇
」
と
あ
る
下
に
も
「
曲
点
通
秀
卿
奥
書
ノ
本
ニ

ア
リ
彼
亜
相
ノ
訓
カ
故
曲
点
ノ
訓
ハ
一
本
也
下
准
之
但
二
ツ
曲
ル
点
ハ
本
ノ
訓

ヲ
用
ユ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
曲
点
」
お
よ
び
「
二
ツ
曲

ル
点
」
は
《
恒
例
諸
公
事
篇
》
と
《
同
臨
時
篇
》
に
だ
け
認
め
ら
れ
る
。
こ
の

点
は
、
い
わ
ゆ
る
「
通
秀
点
」
の
う
ち
の
一
部
で
あ
る
。

Ｂ
松
井
本（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
松
井
簡
治
旧
蔵
本
、二
〇
七
一
三
‐
一
‐
五
〇
九
七
）

同
じ
く
版
本
に
写
本
を
合
綴
し
て
一
冊
と
な
す
も
の
。
既
述
の
よ
う
に
、
古

版
本
の
奥
書
に
は
「
姉
小
路
済
継
卿

　
　
　
　
　
　

羽
林
藤
判
」「
立
安
」「
慶
長
元
年
仲
冬
廿
七
日
」

お
よ
び
「
慶
長
第
三
林
鐘
念
日
」
の
文
字
が
刷
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
通

行
版
本
に
は
こ
れ
ら
が
な
い
。
松
井
本
に
は
、
こ
の
う
ち
の
「
慶
長
第
三
林
鐘

念
日
」
を
除
く
す
べ
て
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
。

名
目
鈔
の
本
文
に
続
い
て
「
弓
場
代
」
か
ら
「
還
宣
旨
」
ま
で
三
五
項
目
（
花

山
院
本
の
《
續
類
聚
》
に
あ
た
る
）、
さ
ら
に
《
諱
名
訓
抄
》、
そ
し
て
尊
海
識

語
を
引
用
す
る
定
誠
識
語
（
⑥
）
を
載
せ
、
そ
の
あ
と
に
「
写
本
云
」
と
し
て

菅
和
長
の
奥
書
（
④
）
を
記
す
。
末
尾
に
貼
紙
し
て
「
新
嘗
祭
小
本

　
　

壱
冊
」
と

記
し
、「
牛
車
」
以
下
三
九
項
目
を
列
挙
す
る
。
版
本
部
分
に
も
墨
書
の
注
記

が
多
く
あ
る
。
ま
た
、
声
点
に
は
花
山
院
本
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

Ｃ
浅
草
文
庫
本
（
内
閣
文
庫
蔵
、
一
四
六
‐
五
四
九
）

右
の
松
井
本
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
末
尾
に
あ
る
貼
紙
と
そ
れ
以
下

の
項
目
は
な
い
。
声
点
も
わ
ず
か
な
例
外
を
除
い
て
松
井
本
と
同
じ
で
あ
る
。

以
上
三
本
が
、
版
本
そ
の
も
の
に
増
補
部
分
を
書
き
加
え
て
合
綴
し
た
も
の

で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
上
記
三
本
の
版
本
部
分
も
書
写
さ
れ
て
い
る
伝
本
を
挙
げ

る
。



六

Ｄ
南
葵
文
庫
本
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
、
Ｇ
二
六
四
七
五
）

写
本
一
冊
。
内
題
「
名
目
鈔
」
の
下
に
「
速
水
房
常
校
正
」
と
あ
る
。
房
常

校
正
版
本
を
書
写
し
て
、
そ
こ
に
あ
る
済
継
奥
書
（
①
）、
立
安
識
語
（
②
）、

お
よ
び
速
水
房
常
識
語
を
記
し
、
さ
ら
に
《
續
類
聚
》《
諱
名
訓
抄
》
を
加
え
て
、

そ
の
後
に
定
誠
識
語
（
⑥
）、
そ
し
て
和
長
奥
書
（
④
）
を
載
せ
る
。

書
写
し
た
の
は
安
永
九
年
で
、「
平
朝
臣
忠
庸
」
の
署
名
が
あ
る
。
も
と
も

と
は
宮
重
清
一
が
房
常
校
正
本
文
を
書
写
し
て
書
き
入
れ
を
し
て
お
い
た
も
の

を
、
安
永
八
年
に
「
白
蓮
社
主
人
沙
彌
空
阿
源
義
亮
」
が
書
写
し
、
そ
れ
を
さ

ら
に
忠
庸
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
忠
庸
は
藍
筆
を
も
っ
て
「
宮
重
考
」
を

区
別
し
、
朱
筆
は
「
一
本
校
合
」
の
結
果
を
記
し
た
。
朱
筆
に
「
義
亮
按
」
と

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
に
は
空
阿
の
説
を
加
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

声
点
の
由
来
ま
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
松
井
本
・
浅
草
文
庫
本
に
似
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
花
山
院
本
に
近
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
独
自
の
声
を
差
す
と
こ

ろ
も
あ
る
。
声
点
を
欠
く
と
こ
ろ
、
声
点
の
位
置
の
不
正
確
な
と
こ
ろ
も
混

じ
っ
て
い
る
。

な
お
同
書
に
あ
る
空
阿
の
識
語
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

「
こ
と
ふ
み
を
え
て
か
き
く
は
へ
」
と
あ
る
の
が
、
こ
の
書
に
声
点
の
差
さ
れ

た
機
縁
か
。

此
名
目
抄
。
世
に
お
こ
な
は
る
ゝ
事
ひ
さ
し
。
我
す
め
ら
」
御
国
の
。
ふ

る
ふ
み
見
る
人
は
。
を
し
か
の
つ
の
ゝ
つ
か
の
ま
も
。
み
□
り
を
」
は
な

ち
か
た
き
ふ
み
に
こ
そ
あ
な
れ
。
さ
れ
と
烏
焉
の
あ
や
ま
ち
」
あ
る
を

も
ゝ
し
き
の
宮
こ
な
る
。
速
水
房
常
さ
く
ら
木
に
ち
り
は
め
ぬ
る
を
。
我

ふ
る
き
友
な
る
。
宮
重
清
一
の
。
こ
と
ふ
み
を
え
て
か
き
く
は
へ
。
ま
た

は
み
つ
か
ら
か
う
か
へ
た
る
事
と
も
し
」
さ
い
に
見
ゆ
。
今
は
そ
の
友
か

き
も
。
い
つ
し
か
よ
も
つ
國
の
人
と
」
な
り
ぬ
る
に
。
此
ふ
み
な
ん
何
か

し
の
も
と
に
。
ひ
め
を
き
て
あ
な
る
」
を
こ
ひ
て
見
る
に
。
う
つ
せ
み
の

も
ぬ
け
に
残
る
筆
の
あ
と
。
い
と
も
あ
は
れ
に
も
な
つ
か
し
う
。
そ
の
よ

こ
ひ
し
う
お
も
ふ
」
も
の
か
ら
。
降
つ
ゝ
き
ぬ
る
日
毎
の
雨
も
。
長
月
の

は
れ
や
ら
ね
は
。
老
の
め
に
ひ
と
し
ほ
わ
か
ち
か
た
け
れ
と
。
ふ
て
の

こ
ゝ
ろ
に
」
ま
か
せ
て
う
つ
す
も
の
な
ら
し
」
安
永
八
年
己
亥
九
月
」
東

陵
□
□
候　

白
蓮
社
主
人
沙
彌
空
阿
源
義
亮
（
花
押
）

Ｅ
宮
嶋
本（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
宮
嶋
順
吉
旧
蔵
本
、一
二
九
二
九
‐
一
‐
七
八
五
五
）

写
本
一
冊
。
済
継
奥
書
（
①
）
と
立
安
識
語
（
②
）
を
載
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

署
名
な
ど
を
朱
で
補
う
。
そ
の
あ
と
に
《
續
類
聚
》
と
《
諱
名
訓
抄
》
を
収
録

し
、
尊
海
識
語
を
引
用
し
た
定
誠
識
語
（
⑥
）、
ま
た
「
写
本
云
」
と
し
て
和

長
奥
書
（
④
）
を
併
載
す
る
と
こ
ろ
な
ど
、
松
井
本
・
浅
草
文
庫
本
に
よ
く
似

る
が
、
そ
れ
ら
に
あ
る
版
元
・
刊
年
の
記
載
は
、
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
。
末
尾

に
は
「
以
前
一
巻
令
大
炊
頭
敏
文
抄
写
之
」
と
い
う
荷
田
在
満
の
奥
書
が
あ
り
、

さ
ら
に
「
右
一
冊
写
之
者
也　

藤
原
（
花
押
）」
と
い
う
藤
原
某
の
奥
書
も
あ
る
。

声
点
は
正
確
で
な
い
。
差
さ
れ
る
べ
き
仮
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
朱

点
ば
か
り
が
残
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。

Ｆ
蓬
左
文
庫
本
（
同
文
庫
蔵
、
四
‐
一
一
四
）

写
本
一
冊
。
声
点
は
花
山
院
本
や
松
井
本
・
浅
草
文
庫
本
い
ず
れ
と
も
異
な

る
部
分
が
あ
る
。
項
目
の
順
序
は
版
本
の
そ
れ
を
改
変
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、



増
補
系
『
名
目
鈔
』
諸
本
に
差
さ
れ
た
声
点
に
つ
い
て

七

ま
た
《
諸
公
事
言
説
篇
》
に
錯
簡
も
あ
る
。
ま
た
《
雑
物
篇
》
の
あ
と
に
、
本

来
末
尾
に
あ
る
べ
き
《
喪
服
篇
》
の
十
一
項
目
（「
除
服
」
〜
「
御
前
僧
」）、

さ
ら
に
「
車
ノ
具
篇　

文
書
篇　

両
篇
有
名
不
載
子
細

他
本
可
見
合
也　
　

」
を
記
し
、
そ
の
前
に
「
衣
服
喪
服

両
篇
此
間
ニ
入
」
と
す
る
。
そ
こ
に
入
る
べ
き
《
衣
服
篇
》
全
部
と
《
喪
服
篇
》

の
前
半
部
は
、「
車
ノ
具
篇･･････

」
の
後
に
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
版
本
に
は

あ
る
「
愚
老
注
」
が
な
く
、
反
対
に
版
本
に
は
な
く
尊
海
識
語
本
に
あ
る
「
私

云
此
仮
名
誤
歟
」
の
書
き
入
れ
が
「
勅
勘
」
の
項
目
に
あ
る
か
ら
、
同
じ
増
補

系
声
点
本
で
は
あ
っ
て
も
、
花
山
院
本
や
松
井
本
な
ど
と
は
成
立
を
異
に
す
る

も
の
か
も
し
れ
な
い
。

奥
書
は
明
応
九
年
の
済
継
奥
書
（
①
）
が
記
載
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
版
本
に

あ
る
立
安
識
語
（
②
）
も
「
自
筆
本
清
濁
朱
点
等
一
校
了
」
と
不
完
全
に
記
さ

れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

そ
の
後
に
《
諱
名
訓
抄
》
を
載
せ
、
つ
づ
い
て
「
弓
場
代
」
に
は
じ
ま
る
《
續

類
聚
》
を
載
せ
る
が
、「
還
宣
旨
」
で
終
わ
ら
ず
に
多
く
の
項
目
が
続
き
、
は

じ
め
の
「
弓
場
代
」
の
前
に
も
「
式
筥
」「
西
北
」
二
項
目
が
あ
る
。
末
尾
に

は
「
位
記
例
文
之
詞　

菅
和
長
卿
點
」
と
し
て
五
項
目
ほ
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。

Ｇ
徳
川
本（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
徳
川
宗
敬
寄
贈
本
、〇
一
九
‐
と
‐
八
七
六
五
）

写
本
一
冊
。
第
一
丁
表
に
「
長
沼
藩
遠
藤
氏
圖
書
記
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、

末
尾
に
朱
書
し
て
「
明
治
元
霜
月
於
東
京
求
之
此
書
者
慶
長
前
之
古
寫
本
ト
見

得
必
可
爲
大
切
者
也　

源
（
花
押
）
云　

○
墨
附
三
十
」
と
あ
る
。

前
表
紙
裏
に
貼
付
さ
れ
た
紙
片
に
は
、「
禁
中
名
目
抄
一
冊　

東
城
坊
城
中

納
言
盛
長
卿
正
筆　

菅
家
之
蔵
本
に
見
へ
一
段
證
書
に
候　

長
胤
云
古
筆
究
」

と
極
書
が
あ
る
。
た
だ
し
左
の
諸
点
か
ら
蓬
左
文
庫
本
の
よ
う
な
写
本
を
さ
ら

に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

〈
一
〉
蓬
左
文
庫
本
に
見
え
る
錯
簡
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
て
い
る
こ
と
（
た

だ
し
蓬
左
文
庫
本
の
錯
簡
は
綴
じ
ち
が
い
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、

徳
川
本
は
一
丁
あ
た
り
の
行
詰
を
変
え
て
書
写
し
た
た
め
に
綴
じ
ち
が

い
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
）

〈
二
〉《
雑
物
篇
》
の
あ
と
に
《
喪
服
篇
》
の
後
半
を
記
載
し
て
「
衣
服
喪
服
両

篇
此
間
ニ
入
」
と
記
し
、
そ
の
あ
と
に
《
衣
服
篇
》
と
《
喪
服
篇
》
の

前
半
を
記
載
す
る
こ
と
（
蓬
左
文
庫
本
に
同
じ
）

〈
三
〉
版
本
に
あ
る
立
安
識
語
が
蓬
左
文
庫
本
に
お
い
て
は
不
完
全
で
あ

り
、
徳
川
本
に
お
い
て
は
脱
落
し
て
付
箋
が
後
補
さ
れ
て
い
る
こ
と

〈
四
〉
増
補
が
《
諱
名
訓
抄
》《
續
類
聚
》
の
順
序
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ

れ
ら
に
増
補
の
あ
る
こ
と
（
蓬
左
文
庫
本
に
同
じ
）

〈
五
〉
末
尾
に
「
位
記
例
文
之
詞　

菅
和
長
卿
點
」
の
あ
る
こ
と
（
蓬
左

文
庫
本
に
同
じ
）

徳
川
本
は
、
そ
の
後
速
水
房
常
の
校
正
版
本
と
校
合
し
て
房
常
の
識
語
を
挿

入
し
、
あ
わ
せ
て
「
大
刀
契
」
に
は
じ
ま
る
十
項
目
余
を
加
え
て
い
る
が
、
そ

れ
が
《
諱
名
訓
抄
》
の
間
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
に
加
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
筆
跡
も
先
の
立
安
識
語
の

付
箋
と
同
じ
く
、
そ
の
付
箋
に
は
、
立
安
識
語
（
②
）、
時
元
刊
記
（
③
）
の

あ
と
に
「
右
一
本
ヲ
以
テ
校
了
（
以
下
諱
名
訓
抄
ナ
シ
）
尚
左
ノ
奥
書
及
圖
ヲ



八

添
ヘ
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
書
に
は
、
多
く
の
付
箋
注
と
朱
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
て
考
証
の
跡
が

著
し
い
。
な
か
に
「
房
常
考
」「
鶴
翁
説
」
な
ど
の
記
載
も
あ
る
。
声
点
は
、

ど
の
時
点
で
い
ず
れ
の
声
点
本
か
ら
移
声
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
移
声

に
際
し
て
そ
の
意
味
が
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
え
て
、
不
正
確
で

あ
る
こ
と
甚
だ
し
い
。
た
だ
し
、
お
よ
そ
の
傾
向
は
蓬
左
文
庫
本
に
似
る
よ
う

に
見
え
る
。

Ｈ
不
忍
文
庫
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
八
九
二
‐
一
‐
一
七
五
二
四
四
）

写
本
一
冊
。「
阿
波
国
文
庫
」「
不
忍
文
庫
」
な
ど
の
印
記
を
持
つ
。
声
点
は

一
部
に
し
か
な
く
、
そ
れ
も
ま
と
ま
っ
て
数
箇
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
半
丁
ま
た
は

一
丁
ず
つ
差
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
は
通
秀
点
が
散
見
す
る
程
度
で
あ
る
。
ま
と

ま
っ
て
声
点
の
あ
る
箇
所
は
、
以
下
の
と
お
り
。
声
点
は
多
く
松
井
本
・
浅
草

文
庫
本
に
似
る
。

〈
一
〉《
恒
例
諸
公
事
篇
》
の
末
尾
「
施
米
」
か
ら
「
道
饗
祭
」
ま
で
の
二

四
項
目
と
《
同
臨
時
篇
》
の
冒
頭
の
二
項
目
「
譲
位
」「
受
禅
」

〈
二
〉《
院
中
篇
》
の
後
半
「
下
北
面
」
か
ら
「
北
面
始
」
ま
で
の
一
六
項

目
と
《
雑
物
篇
》
の
冒
頭
「
御
倚
子
」
か
ら
「
壁
代
」
ま
で
の
六
項
目

〈
三
〉《
衣
服
篇
》
の
中
ほ
ど
「
蒔
繪
螺
鈿
太
刀
」
か
ら
「
樗

平
緒
」
ま

で
の
一
三
項
目

〈
四
〉《
喪
服
篇
》
末
尾
「
除
服
」
か
ら
「
御
前
僧
」
ま
で
の
一
二
項
目
（
半

丁
分
）

も
と
も
と
の
名
目
鈔
の
本
文
に
付
し
て
、
た
だ
ち
に
花
山
院
本
の
《
續
類
聚
》

に
当
た
る
項
目
を
、
さ
ら
に
《
諱
名
訓
抄
》
を
続
け
る
が
、
そ
れ
ら
に
題
名
を

付
さ
な
い
。《
諱
名
訓
抄
》
の
末
尾
か
ら
二
行
あ
け
て
「
車
ノ
具
ノ
篇　

文
書
ノ

篇　
両
篇
有
名
不
載
子
細

他
本
可
見
合
也　
　

」
と
記
す
の
は
、
ほ
か
に
見
な
い
位
置
で
あ
る
。
そ
の
あ
と

に
済
継
奥
書
（
①
）、
立
安
識
語
（
②
）
を
載
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
姉
小
路
済
継
卿

羽
林
藤
判
」「
慶
長
元
仲
冬
廿
七
日　

立
安
」
を
朱
書
す
る
。
さ
ら
に
和
長
奥

書
（
④
）、
定
誠
識
語
（
⑥
）
を
記
載
す
る
。
こ
れ
ら
の
筆
跡
を
追
っ
て
み
る
に
、

そ
こ
ま
で
で
一
応
の
ま
と
ま
り
を
な
す
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
あ
と
に
丁
を
あ
ら
た
め
て
《
續
名
目
抄
》
と
し
て
人
名
、
姓
な
ど
の
読

み
方
を
記
す
。
そ
の
末
尾
に
は
「
中
院
也
足
軒
自w

稱
名
院q

相
傳
之
名
目
也
」

と
あ
る
。
さ
ら
に
《
名
目
抄
拾
遺
》
を
載
せ
る
が
、
こ
れ
は
花
山
院
本
の
《
續

類
聚
》
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
《
諱
名
訓
抄
》
を
載
せ
、
そ
の
直
後
に
再

び
定
誠
識
語
（
⑥
）
を
記
す
。
た
だ
し
署
名
と
花
押
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
を
も
っ
て
み
れ
ば
、《
續
名
目
抄
》《
名
目
抄
拾
遺
》《
諱
名
訓
抄
》
全
五
丁

が
一
ま
と
ま
り
の
も
の
で
、
の
ち
に
合
わ
せ
て
綴
じ
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。不

忍
文
庫
本
に
は
、
こ
れ
に
続
け
て
「
名
目
抄
之
内　

在
満
愚
考
」
と
題
さ

れ
た
注
釈
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
、
識
語
な
ど
は
な
い
。
本
書
は
、
も
と

三
種
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
文
献
を
一
つ
に
綴
じ
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
り
、「
阿
波
国
文
庫
」
の
印
が
そ
れ
ぞ
れ
の
首
尾
に
押
さ
れ
て
い
る
。



増
補
系
『
名
目
鈔
』
諸
本
に
差
さ
れ
た
声
点
に
つ
い
て

九

三
、
増
補
本
の
成
立
と
そ
の
系
統

以
上
が
、
本
稿
で
検
討
の
対
象
と
す
る
増
補
系
声
点
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

記
さ
れ
た
奥
書
・
識
語
な
ら
び
に
主
な
増
補
内
容
を
一
覧
に
す
れ
ば
表
一
の
よ

う
に
な
る
。

○
印
は
、
当
該
の
奥
書
・
識
語
の
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
数
字
は
、
増
補

部
分
と
奥
書
・
識
語
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
に
お
け
る
掲
載
順
序
を
、
必
要
に

応
じ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
＋
は
増
補
の
あ
る
こ
と
、
△
は
不
完
全
な
記
載

の
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
Ｇ
徳
川
本
と
Ｈ
不
忍
文
庫
本
は
、
増
補
内
容
に

表
一　

増
補
系
声
点
本
の
奥
書
・
識
語
と
増
補
内
容

①
済
継

奥
書

②
立
安

識
語

③
時
元

刊
記

④
和
長

奥
書

⑤
通
秀

識
語

⑥
定
誠

識
語

そ
の
他

Ａ
花
山
院
本

○
　

慶
長

　

版
本
○
　

慶
長

　

版
本

○
　

写
本

　

云

○
　

経
光

　

本

○

名
目
抄
目
録　

洞
院
家
系
図
な
ど　

⑦
花
山
院
持
實
識
語

續
類
聚
※
冬
経
本　

諱
名
訓
抄　

異
位
重
行
以
下

　
　

※
経
光
本

Ｂ
松
井
本

○
　

通
行

　

版
本
○
　

通
行

　

版
本
○
　

通
行

　

版
本
○４
　

写
本

　

云

○３

１　
　
　

２

續
類
聚　

諱
名
訓
抄　

ほ
か

Ｃ
浅
草
文
庫
本

○
　

通
行

　

版
本
○
　

通
行

　

版
本
○
　

通
行

　

版
本
○４
　

写
本

　

云

○３

１　
　
　

２

續
類
聚　

諱
名
訓
抄

Ｄ
南
葵
文
庫
本

○

○

○

○４

○３

　
　
　
　
　
　
　

１　
　
　

２　
　
　
　
　
　

平
忠
庸
奥
書

速
水
房
常
識
語　

續
類
聚　

諱
名
訓
抄　

空
阿
奥
書

Ｅ
宮
嶋
本

○

○

○４
　

写
本

　

云

○３

１　
　
　

２

續
類
聚　

諱
名
訓
抄　

在
満
奥
書　

藤
原
某
奥
書

Ｆ
蓬
左
文
庫
本

○

△

１　
　
　
　
　

２　
　
　
　

３

諱
名
訓
抄
＋　

續
類
聚
＋　

位
記
例
文
之
詞

Ｇ
徳
川
本

ａ
○

１　
　
　
　
　

２　
　
　
　

３

諱
名
訓
抄
＋　

續
類
聚
＋　

位
記
例
文
之
詞

ｂ

○
　

付
箋
○
　

付
箋

速
水
房
常
識
語　

大
刀
契
以
下

　
　

Ｈ
不
忍
文
庫
本
ｃ
○３

○４

○５

○６

１　
　
　

２

續
類
聚　

諱
名
訓
抄

ｄ

○４

１　
　
　
　

２　
　
　
　
　
　
　
　
　

３

續
名
目
鈔　

名
目
抄
拾
遺
（
續
類
聚
）
諱
名
訓
抄



一
〇

二
系
統
の
も
の
が
あ
る
の
で
、
左
右
二
列
に
記
し
て
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
増
補
系
声
点
本
に
は
済
継
奥
書
（
①
）
の
必
ず
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
一
つ
Ｈ
不
忍
文
庫
本
に
合
綴
さ
れ
た
ｄ
《
續

名
目
鈔
》
以
下
は
、
こ
れ
だ
け
で
一
冊
に
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、《
名
目
抄
拾

遺
（
續
類
聚
）》《
諱
名
訓
抄
》
が
も
と
も
と
の
増
補
本
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
《
續

名
目
鈔
》
と
合
綴
さ
れ
る
際
に
、
定
誠
識
語
だ
け
が
一
緒
に
書
写
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
（
４
）。

ま
た
、
こ
れ
ら
諸
本
の
多
く
に
定
誠
識
語
（
⑥
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
識
語
を
掲
載
し
な
い
の
は
Ｆ
蓬
左
文
庫
本
と
Ｇ
徳
川

本
ａ
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
本
の
違
い
は
、
増
補
内
容
を
含
め
て
み
て
も
、

た
だ
立
安
識
語
（
②
）
の
有
無
で
し
か
な
く
、
と
も
に
ほ
か
の
増
補
系
声
点
本

に
な
い
《
諱
名
訓
抄
》《
續
類
聚
》
の
増
補
（
順
序
も
逆
転
し
て
い
る
）
と
《
位

記
例
文
之
詞
》
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
関
係
の
深
さ
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
済
継
奥
書
を
も
つ
の
は
、
Ａ
花
山
院
本
、
Ｂ
松
井
本
、
Ｃ
浅
草
文

庫
本
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
版
本
の
特
徴
と
い
え
る
。
本
来
は

写
本
と
し
て
も
伝
わ
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
さ
ら
な
る
写
本
と
考
え
る

こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
伝
本
の
多
く
は
、
む
し
ろ
版
本
を
さ
ら
に
写
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
（
５
）。
そ
の
こ
と
は
、
や
は
り
多
く
の
伝
本
に
立
安
識
語
が
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
６
）。

ま
た
、
増
補
系
声
点
本
の
内
容
を
み
て
も
、
増
補
の
も
と
に
な
っ
た
版
本
が
、

慶
長
の
古
版
本
で
あ
れ
、
江
戸
前
期
の
通
行
版
本
で
あ
れ
、
ま
た
速
水
房
常
校

正
版
本
で
あ
れ
、
増
補
部
分
は
《
續
類
聚
》《
諱
名
訓
抄
》
で
あ
っ
て
、
そ
の

順
序
も
こ
の
と
お
り
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
増
補
系
声
点
本
の

原
初
形
態
を
ひ
と
ま
ず
は
済
継
奥
書
（
①
）
と
立
安
識
語
（
②
）
を
も
つ
版
本

に
、
定
誠
識
語
（
⑥
）
を
書
き
加
え
た
す
が
た
で
あ
っ
た
と
み
る
の
は
、
き
わ

め
て
妥
当
な
推
定
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
和
長
奥
書
（
④
）
を
も
つ
本
な
ど
か
ら

《
續
類
聚
》《
諱
名
訓
抄
》
を
補
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
版
本
に
三
種
あ
る

の
は
不
審
か
も
し
れ
な
い
が
、
書
写
に
際
し
て
の
ち
の
版
本
を
選
択
し
た
と
い

う
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
も
と
も
と
は
慶
長
版
本
を
用
い
た
花
山
院
本
が
本
来
の

す
が
た
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
諸
本
の
増
補
部
分
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

〈
一
〉《
續
類
聚
》「
弓
場
代
」
〜
「
還
宣
旨
」
計
三
五
項
目
（
花
山
院
本

ほ
か
）、
さ
ら
に
「
式
筥
」「
西
北
」
な
ど
五
〇
項
目
余
を
加
え
る
も
の

（
蓬
左
文
庫
本
・
徳
川
本
）
も
あ
る
。

〈
二
〉《
諱
名
訓
抄
》「
親
王
」（
七
名
）、「
大
臣
」（
一
六
名
）、「
納
言
以
下
」

（
六
六
名
）
計
八
八
項
目
（
花
山
院
本
ほ
か
）、
さ
ら
に
「
帝
王
」
一
五

名
を
先
頭
に
加
え
る
も
の
（
蓬
左
文
庫
本
・
徳
川
本
）
も
あ
る
。

〈
三
〉「
異
位
重
行
」
〜
「
人
宋
の
御
屏
風
」、「
上
表
札
」
〜
「
直
廬
」
さ

ら
に
「
踏
歌
事
」
ま
で
、
計
六
五
項
目
（
花
山
院
本
の
み
）

〈
四
〉「
牛
車
」
〜
「
仁
壽
殿
」　

計
三
九
項
目
（
松
井
本
の
み
）

〈
五
〉「
大
刀
契
」
〜
「
通
障
子
」　

計
一
五
項
目
（
徳
川
本
の
み
）

〈
六
〉《
位
記
例
文
之
詞　

菅
和
長
卿
點
》　

計
七
項
目
（
蓬
左
文
庫
本
・

徳
川
本
）

Ａ
花
山
院
本
は
、
花
山
院
持
實
の
識
語
（
⑦
）
に
よ
れ
ば
、
父
定
誠
が
元
禄



増
補
系
『
名
目
鈔
』
諸
本
に
差
さ
れ
た
声
点
に
つ
い
て

一
一

元
年
に
古
版
本
（
慶
長
版
本
）
を
「
後
西
院
直
筆
之
本
」（
定
誠
識
語
に
は
「
後

西
院
宸
翰
官
本
」
と
あ
る
）
を
も
っ
て
再
校
し
た
も
の
で
、
の
ち
に
一
条
冬
経

所
持
の
「
秘
本
」
を
も
っ
て
校
合
を
加
え
、
そ
の
後
元
禄
十
一
年
に
持
實
が
大

炊
御
門
経
光
の
所
持
本
と
校
合
し
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
増
補
部
分
の
う
ち
、

朱
筆
で
「
経
光
公
本
ヲ
以
テ
書
キ
加
フ
」
と
記
さ
れ
た
〈
三
〉
の
部
分
は
、
持
實

ま
た
は
そ
の
周
辺
で
書
き
加
え
た
も
の
と
み
ら
れ
、
ほ
か
の
諸
本
に
継
承
さ
れ

な
か
っ
た
の
も
当
然
で
あ
る
。〈
一
〉
の
花
山
院
本
に
は
朱
筆
で
「
續
類
聚
ヲ

抜
書
キ
加p フ
終
ニ　

冬
経
公
ニ
所p
備
用
也
」
と
あ
る
。
こ
の
朱
筆
も
持
實
の
筆
で

あ
る
が
、《
續
類
聚
》
が
諸
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
伝
写

さ
れ
る
以
前
に
備
わ
っ
て
い
た
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。〈
二
〉《
諱
名
訓
抄
》

も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
い
つ
の
段
階
で
加
わ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

花
山
院
本
で
は
《
續
類
聚
》
と
筆
跡
も
異
な
り
、
あ
る
い
は
先
に
あ
っ
た
も
の

か
も
知
れ
ず
、
綴
じ
な
お
さ
れ
た
際
に
位
置
が
変
わ
っ
た
可
能
性
も
な
し
と
し

な
い
。

と
こ
ろ
で
、
花
山
院
本
の
筆
跡
を
追
う
と
、
冒
頭
の
《
名
目
抄
目
録
》《
洞

院
家
系
図
》
の
筆
跡
と
版
本
部
分
に
つ
づ
く
和
長
奥
書
（
④
）・
通
秀
識
語
（
⑤
）

の
筆
跡
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
は
定
誠
と
も
持
實
と
も
手
の
異

な
る
も
の
で
あ
る
が
、
慶
長
版
本
を
は
さ
む
よ
う
に
、
そ
の
前
後
に
綴
じ
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。《
洞
院
家
系
図
》
に
つ
づ
く
版
本
第
一
丁
の
首
題
の
上
欄

外
に
は
、
朱
筆
で
「
一
本
入
ルwp

奥
書
之
末q

但
姉
小
路
済
継
卿
奥
書
之
末
ニ
入
ル

也
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
持
實
の
筆
と
み
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
き
込

み
は
、
目
録
と
系
図
な
ら
び
に
和
長
奥
書
と
通
秀
識
語
と
を
、
版
本
を
は
さ
む

形
で
綴
じ
た
の
が
持
實
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
の
よ
う
な
綴
じ
方
を
さ

れ
た
た
め
に
、
定
誠
識
語
（
⑥
）
は
本
来
、
和
長
奥
書
の
前
に
位
置
す
る
は
ず

の
と
こ
ろ
を
、
順
番
が
逆
転
し
た
の
で
あ
る
。
通
秀
識
語
の
位
置
も
、
も
と
も

と
定
誠
識
語
の
前
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

花
山
院
本
に
だ
け
見
え
る
通
秀
識
語
に
は
、
持
實
の
筆
で
「
大
炊
御
門
右
府

経
光
借
用
ノ
本
奥
書
云
」
と
あ
る
か
ら
、
経
光
本
と
校
合
し
た
と
き
に
書
き
入

れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、「
写
本
云
」
と
し
て
記
さ
れ
る
和
長
奥
書
も
、
持
實

に
よ
っ
て
こ
の
位
置
に
補
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
菅
和
長
の
奥
書
（
④
）
は
、
Ｆ
蓬
左
文
庫
本
な
ど
を
除
け
ば

諸
本
共
通
に
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
増
補
系
の
原
初
形
態
に
組
み
込
ま
れ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
を
持
實
識
語
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
（
７
）、「
冬
経

公
秘
本
」
が
菅
家
本
系
統
の
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
転
載
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
慶
長
版
本
に
後
西
院
宸
翰
本
（
定
誠
識
語
⑥
）
か
ら
声

点
を
（
８
）、
つ
づ
い
て
《
諱
名
訓
抄
》（
和
長
奥
書
④
）
を
、
さ
ら
に
冬
経
本
か
ら
《
續

類
聚
》
を
補
っ
た
も
の
が
増
補
系
諸
本
の
原
初
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

Ｂ
松
井
本
と
Ｃ
浅
草
文
庫
本
は
、
通
行
版
本
（
江
戸
前
期
）
に
増
補
し
た
も

の
で
、
Ａ
花
山
院
本
の
定
誠
識
語
ま
で
の
と
こ
ろ
を
受
け
継
い
で
い
る
。
こ
の

ほ
か
の
諸
本
も
、
持
實
に
よ
る
経
光
本
と
の
校
合
・
増
補
よ
り
も
以
前
の
す
が

た
を
、
少
な
く
と
も
声
点
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
反
映
し
て
い
る
も
の
と
み

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

Ｆ
蓬
左
文
庫
本
の
増
補
部
分
は
、ま
ず
《
諱
名
訓
抄
》
を
載
せ
る
が
、「
親
王
」



一
二

の
前
に
「
帝
王
」（
一
五
名
）
を
置
く
。
つ
づ
い
て
「
式
筥
」「
西
北
」
を
前
に

付
け
て
「
弓
場
代
」
以
下
の
項
目
を
記
し
、
末
尾
は
「
還
宣
旨
」
の
あ
と
に
五

六
項
目
を
続
け
、
さ
ら
に
《
位
記
例
文
之
詞　

菅
和
長
卿
點
》
を
添
え
る
。
ま

た
Ｇ
徳
川
本
ａ
の
本
文
は
、
蓬
左
文
庫
本
に
準
じ
る
こ
と
、
す
で
に
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
。

Ｈ
不
忍
文
庫
本
も
ま
た
二
つ
の
系
統
の
本
を
合
綴
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｂ

松
井
本
ほ
か
に
似
る
増
補
本
の
あ
と
に
、
ｄ
《
續
名
目
鈔
》《
名
目
抄
拾
遺
（
續

類
聚
と
同
じ
）》《
諱
名
訓
抄
》
を
合
綴
す
る
。

以
上
が
、
奥
書
・
識
語
な
ら
び
に
増
補
部
分
か
ら
検
討
し
た
諸
本
の
分
類
で

あ
る
。
ま
ず
Ａ
花
山
院
本
と
、
そ
の
定
誠
校
合
部
分
を
継
承
し
た
Ｂ
松
井
本
・

Ｃ
浅
草
文
庫
本
・
Ｄ
南
葵
文
庫
本
・
Ｅ
宮
嶋
本
・
Ｈ
不
忍
文
庫
本
ｃ
に
分
け
ら

れ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
Ｆ
蓬
左
文
庫
本
と
Ｇ
徳
川
本
ａ
が
あ
る
、
と
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

三
、
増
補
系
諸
本
に
差
さ
れ
た
声
点
の
系
統

さ
て
次
に
増
補
系
声
点
本
に
差
さ
れ
た
声
点
の
系
統
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
き
、
Ｅ
宮
嶋
本
と
Ｇ
徳
川
本
ａ
と
は
声
点
の
位
置

が
「
ツ
ボ
を
は
ず
す
」
こ
と
も
多
く
、
そ
の
意
味
で
は
価
値
の
低
い
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
Ｈ
不
忍
文
庫
本
ｃ
は
差
声
さ
れ
た
箇
所
の
少
な
い
こ
と
、
す
で
に

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
か
ぎ
り
で
比
較
す
れ
ば
差
声
は
Ｂ
松
井
本

（
ま
た
は
Ｃ
浅
草
文
庫
本
）
に
よ
く
似
る
。
さ
ら
に
Ｄ
南
葵
文
庫
本
と
Ｆ
蓬
左

文
庫
本
に
差
さ
れ
た
声
点
も
不
正
確
の
憾
み
が
あ
る
う
え
、
欠
落
し
た
項
目
も

多
い
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
Ａ
花
山
院
本
と
Ｂ
松
井

本
（
ま
た
は
Ｃ
浅
草
文
庫
本
）
と
の
差
声
を
、
陽
明
文
庫
蔵
の
寛
文
十
年
別
本

（
近
二
三
〇
‐
二
二
）
の
そ
れ
と
比
較
す
る
。

陽
明
文
庫
に
は
「
後
水
尾
院
御
説
」
を
近
衛
基

の
記
録
し
た
声
点
本
が
四

冊
保
存
さ
れ
て
い
る
。
基

は
ま
ず
〈
一
〉
寛
文
七
年
、
通
行
版
本
に
法
皇
御

説
を
転
写
し
（
寛
文
七
年
本
、
近
二
三
〇
‐
二
三
）、
そ
の
後
、「
通
秀
公
自
筆

本
」
を
見
た
院
が
違
同
に
気
づ
い
た
の
で
、〈
二
〉
寛
文
十
年
、
申
し
出
て
こ

れ
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
、
法
皇
御
本
を
あ
ら
た
め
て
書
写
し
た
う

え
で
通
秀
点
を
移
声
し
た
模
様
で
、
よ
く
知
ら
れ
る
『
陽
明
叢
書
』
所
収
の
「
乙

本（９
）」
す
な
わ
ち
寛
文
十
年
本
（
近
二
三
〇
‐
二
一
）
の
ほ
か
に
、
同
一
本
（
二

三
〇
‐
一
九
）
と
同
別
本
の
三
種
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
通
秀
識
語
を
共
通
し
て

載
せ
る
が
、
乙
本
と
別
本
に
は
左
の
基

識
語
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

右
一
冊
以　

法
皇
御
本
写
之
以
朱
分
四
声
」
是
則　

法
皇
御
音
訓
也
其
後

經
一
兩
年
」
或
者
以
通
秀
公
自
筆
本
具　

睿
覧
」
所
々
有
違
同
則
申
出
御

本
令
校
合
」
以
紫
色
分
其
説
同
説
者
暫
閣
之
誠
」
無
比
類
正
本
也
尤
可
秘

蔵
矣
」
寛
文
第
十
臘
天
日　

内
大
臣
（
花
押
）

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
四
本
の
間
で
差
声
の
様
子
を
比
較
し
て
み
る
と
、
寛
文

七
年
本
と
同
十
年
本
の
間
で
少
し
く
「
後
水
尾
院
御
説
」
に
違
い
が
あ
り
、
寛

文
十
年
一
本
所
載
の
も
の
は
寛
文
十
年
本
（
乙
本
）
に
近
く
、
別
本
所
載
の
も

の
は
寛
文
七
年
本
に
近
い
こ
と
が
判
明
す
る
。



増
補
系
『
名
目
鈔
』
諸
本
に
差
さ
れ
た
声
点
に
つ
い
て

一
三

そ
こ
で
い
ま
花
山
院
本
の
差
声
（「
後
西
院
宸
翰
官
本
」
に
も
と
づ
く
と
推

定
さ
れ
る
）
を
こ
れ
ら
と
比
較
す
る
。
た
と
え
ば
《
臨
時
篇
》
七
の
「
御
書
始
」

の
項
、
ま
た
《
衣
服
篇
》
六
六
の
「
金
魚
帯
」
の
項
に
お
い
て
、
そ
こ
に
差
さ

れ
た
後
水
尾
院
御
説
と
の
関
係
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の
場
合
も
寛
文
十
年
別
本

と
花
山
院
本
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

〈
一
〉
御
書
始
〈
去
濁
上
○
〉
ゴ
シ
ヨ
ハ
ジ
メ
〈
○
○
○
上
平
濁
平
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
文
七
年
本
、
同
十
年
別
本
、
花
山
院
本

〈
二
〉
御
書
始
〈
去
濁
上
○
〉
ゴ
シ
ヨ
ハ
ジ
メ
〈
○
○
○
上
上
濁
平
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
文
十
年
本
（
乙
本
）、
同
一
本

〈
三
〉
金
魚
帯
〈
○
上
濁
平
〉
キ
ン
ノ
キ
ヨ
タ
イ
〈
上
上
平
○
○
○
○
〉

 

寛
文
十
年
本
（
乙
本
）、
同
十
年
別
本
、
花
山
院
本

〈
四
〉
金
魚
帯
〈
○
上
濁
平
〉
キ
ン
ノ
キ
ヨ
タ
イ
〈
上
平
平
○
○
○
○
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
文
七
年
本
、
同
十
年
一
本

そ
こ
で
寛
文
十
年
別
本
と
Ａ
花
山
院
本
と
が
ど
れ
ほ
ど
近
い
か
を
検
討
し
、

そ
れ
と
の
比
較
に
お
い
て
Ｂ
松
井
本
（
ま
た
は
Ｃ
浅
草
文
庫
本
）
の
位
置
を
計

測
す
る
こ
と
に
し
た
。

表
二
に
よ
っ
て
版
本
に
掲
載
さ
れ
た
全
十
篇
五
九
八
項
目
に
つ
い
て
、
相
互

に
差
声
を
比
較
す
る
と
、
左
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
。

〈
一
〉
寛
文
十
年
別
本
と
花
山
院
本
・
松
井
本
（
ま
た
は
浅
草
文
庫
本
）

の
差
声
が
一
致
す
る
も
の 

四
五
七
項
目

表
二　

寛
文
十
年
別
本
と
花
山
院
本
・
松
井
本
（
ま
た
は
浅
草
文
庫
本
）
の
差
声

恒
例
諸

公
事
篇
同臨

時
篇
私
儀
篇
諸
公
事

言
説
篇
禁
中
所

々
名
篇
人
躰
篇
院
中
篇
雑
物
篇
衣
服
篇
喪
服
篇
計

（一）
寛
文
十
年
別
本
と

花
山
院
本
・
松
井
浅
草

　
　

本
の

差
声
が
一
致
す
る
も
の

五
三

二
六

六
一
六
二

二
九

四
五

二
〇

三
八
六
〇 

一
八
四
五
七

（二）
寛
文
十
年
別
本
と
花
山
院
本
の

差
声
が
一
致
し
松
井
浅
草

　
　

本
が

異
な
る
も
の

九

一
〇

四

一
九

九

一
五

五

一
四

三
四

五
一
二
四

（三）
寛
文
十
年
別
本
が
異
な
り

花
山
院
本
・
松
井
浅
草

　
　

本
の

差
声
が
一
致
す
る
も
の

〇

一

〇

四

二

〇

二

二

二

〇

一
三

（四）
寛
文
十
年
別
本
・

花
山
院
本
・
松
井
浅
草

　
　

本
の

差
声
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の

〇

〇

〇

一

一

〇

一

〇

一

〇

四

項
目
数　

計

六
二

三
七

一
〇
一
八
六

四
一
六
〇 

二
八

五
四

九
七

二
三
五
九
八



一
四

〈
二
〉
寛
文
十
年
別
本
と
花
山
院
本
の
差
声
が
一
致
し
、
松
井
本
（
ま
た

は
浅
草
文
庫
本
）
が
異
な
る
も
の 

一
二
四
項
目

〈
三
〉
寛
文
十
年
別
本
が
異
な
り
、
花
山
院
本
・
松
井
本
（
ま
た
は
浅
草

文
庫
本
）
の
差
声
が
一
致
す
る
も
の 

一
三
項
目

〈
四
〉
寛
文
十
年
別
本
・
花
山
院
本
・
松
井
本
（
ま
た
は
浅
草
文
庫
本
）

の
差
声
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の 

四
項
目

こ
の
こ
と
か
ら
、
寛
文
十
年
別
本
と
花
山
院
本
の
差
声
が
一
致
す
る
項
目
は
、

全
五
九
八
項
目
中
の
五
八
一
項
目
に
の
ぼ
り
、
じ
つ
に
九
七
・
二
％
の
高
率
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
こ
と
は
な
に
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
花
山
院
本

は
、
古
版
本
に
「
後
西
院
宸
翰
官
本
」
か
ら
声
点
を
移
し
た
可
能
性
の
き
わ
め

て
高
い
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
後
西
院
は
い
わ
ゆ
る
「
後
水
尾
院
御

説
」
を
載
せ
た
伝
本
を
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
正
し

い
で
あ
ろ
う
。
差
声
が
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
見
し

て
そ
の
こ
と
を
支
持
す
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
後
西
院
宸
翰
官
本
」
に
尊
海
識
語
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
寛
文
七
年
本
に
も
、
ま
た
同
十
年
に
も
、
尊
海
識

語
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
後
西
院
が
尊
海
識
語
の
あ
る
本
に

「
後
水
尾
院
御
説
」
を
書
き
入
れ
た
と
い
う
な
ら
、
そ
の
こ
と
が
ど
こ
か
に
記

さ
れ
て
い
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
御
水
尾
院
は
後
西
院
に
と
っ
て
は
父
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
を
記
さ
な
い
の
は
腑
に
落
ち
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ

は
む
し
ろ
尊
海
識
語
を
も
つ
本
に
す
で
に
声
点
が
差
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
後

水
尾
院
も
吟
味
し
、
ま
た
後
西
院
も
書
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
方
が

自
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
花
山
院
本
（
後
西
院
宸
翰
官
本
）
の
声
点
が
、

寛
文
十
年
本
よ
り
も
同
七
年
本
と
い
う
初
期
の
御
水
尾
院
御
本
に
近
い
の
は
、

そ
こ
に
後
水
尾
院
の
手
が
入
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

花
山
院
本
に
対
し
て
、
松
井
本
（
ま
た
は
浅
草
文
庫
本
）
は
五
九
八
項
目
中

の
一
二
八
項
目
に
お
い
て
、
そ
の
差
声
を
異
に
す
る
。
こ
の
両
者
の
一
致
率
は

七
八
・
六
％
で
あ
る
。
増
補
系
諸
本
は
、
そ
の
多
く
が
花
山
院
定
誠
の
識
語
を

載
せ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
「
後
西
院
宸
翰
官
本
」
に
増
補
項
目
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

松
井
本
（
ま
た
は
浅
草
文
庫
本
）
に
差
さ
れ
た
声
点
は
、
い
ま
述
べ
た
よ
う

に
花
山
院
本
と
同
じ
で
は
な
い
。
む
し
ろ
異
な
る
と
こ
ろ
が
目
立
つ
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
例
に
、
そ
の
違
い
が
顕
著
で
あ
る
が
、

反
映
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
る
。

〈
一
〉
政
始　

マ
ツ
リ
ゴ
ト
ハ
ジ
メ
〈
上
上
上
上
濁
上
上
平
濁
平
〉

 

花
山
院
本　

恒
例
諸
公
事
篇
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
上
上
上
上
濁
上
上
上
濁
平
〉

 

松
井
本
・
浅
草
本
・
群
書
類
従
本

〈
二
〉
即
位
〈
上
平
〉
シ
ヨ
ク
ヰ 

花
山
院
本　
　
　

同
臨
時
篇　

四

　
　
　
　
　
〈
上
上
〉
シ
ヨ
ク
ヰ 

松
井
本
・
浅
草
本
・
群
書
類
従
本

と
こ
ろ
で
松
井
本
・
浅
草
本
と
同
系
の
声
点
を
付
し
て
い
る
の
が
群
書
類
従

本
（
四
百
六
十
八
巻
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
、
イ
四
‐
一
一
九
五
‐
五

八
九
）
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
群
書
類
従
本
に
は
声
点
の
欠
落
し
た
と
こ
ろ
も
多



増
補
系
『
名
目
鈔
』
諸
本
に
差
さ
れ
た
声
点
に
つ
い
て

一
五

く
、
こ
れ
ら
を
短
絡
す
る
の
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
右
の
よ
う
な

例
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
ん
ら
か
の
関
係
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

同
書
は
雑
部
二
十
三
に
「
禁
腋
秘
抄
」
と
と
も
に
収
め
ら
れ
た
版
本
で
、
声

点
も
多
く
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
。
い
ま
、
刷
り
の
よ
く
な
い
と
こ
ろ
は
、
京
都

大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
室
直
助
旧
蔵
本
、
一
七
キ
二
三
）
な
ど
と
照
合
し
た

が
、
そ
う
し
て
み
て
も
、
そ
の
声
点
が
松
井
本
な
ど
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と

は
動
か
な
い
。

群
書
類
従
本
に
は
、
済
継
奥
書
（
①
）
と
、「
弘
文
院
本
奥
書
」
と
し
て
立

安
識
語
（
②
）、
そ
れ
に
定
誠
識
語
（
⑥
）
と
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
右

名
目
抄
以
古
写
二
本
校
正
了
」
と
あ
る
。
増
補
項
目
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

増
補
本
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

一
方
『
朝
事
片
玉
』
所
収
本
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
わ
二
一
〇
‐
三
二
‐

二
）
は
、
全
六
冊
の
う
ち
の
第
二
冊
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
全
二
十
丁
）。

そ
こ
に
は
朱
声
点
が
あ
る
。
末
尾
に
済
継
奥
書
と
立
安
識
語
と
が
転
載
さ
れ
て

お
り
、
通
行
版
本
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
通
秀
点
の
記
載
は
な
い
。

声
点
は
花
山
院
本
に
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

慶
長
版
本
と
同
じ
奥
書
・
識
語
を
も
つ
写
本
で
細
か
く
声
点
を
差
す
伝
本
は
、

い
ま
の
と
こ
ろ
増
補
系
声
点
本
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
定
誠
識

語
が
な
い
の
は
、
あ
る
い
は
蓬
左
文
庫
本
な
ど
と
の
関
係
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

四
、
お
わ
り
に

増
補
系
『
名
目
鈔
』
の
声
点
本
八
種
を
奥
書
・
識
語
・
増
補
内
容
に
つ
い
て

比
較
し
、
さ
ら
に
そ
こ
に
み
え
る
差
声
の
様
相
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

一
、
済
継
奥
書
と
立
安
識
語
の
有
無
な
ど
か
ら
、
蓬
左
文
庫
本
と
徳
川
本
が
増

補
の
系
統
と
し
て
一
類
を
な
す
。

二
、
同
じ
く
通
秀
識
語
の
有
無
な
ど
か
ら
、
花
山
院
本
と
、
松
井
本
・
浅
草
文

庫
本
の
一
類
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
差
声
の
様
相
か
ら
は
、
花
山
院
本
と
、
松
井
本
・
浅
草
文
庫
本
は
別
系
統

で
あ
る
。
不
忍
文
庫
本
は
差
声
箇
所
が
少
な
い
が
、
松
井
本
な
ど
の
一
類
に

属
す
る
。

四
、
南
葵
文
庫
本
・
蓬
左
文
庫
本
の
差
声
に
は
不
正
確
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、

そ
の
系
統
を
明
確
に
で
き
な
い
が
、
さ
ら
に
別
の
系
統
か
も
し
れ
な
い
。

五
、
宮
嶋
本
・
徳
川
本
は
、
差
声
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
声
点
本
と
し
て
の

価
値
は
き
わ
め
て
低
い
。

六
、
花
山
院
本
の
声
点
は
、
陽
明
文
庫
蔵
の
寛
文
十
年
別
本
（
寛
文
七
年
本
）

に
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

七
、
花
山
院
本
の
声
点
は
「
後
西
院
宸
翰
官
本
」
か
ら
移
声
し
た
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。

八
、「
後
西
院
宸
翰
官
本
」
に
基

識
語
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
尊
海
識
語



一
六

の
み
が
あ
っ
た
（
定
誠
識
語
）
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
「
後
水
尾
院
御

説
」
と
さ
れ
て
き
た
声
点
は
、
尊
海
識
語
を
載
せ
る
声
点
本
に
す
で
に
差
さ

れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

九
、
群
書
類
従
本
の
本
文
は
、
増
補
本
か
ら
抜
き
出
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
声

点
は
松
井
本
な
ど
に
差
さ
れ
た
も
の
に
近
い
。
一
方
、『
朝
事
片
玉
』
所
収

本
も
増
補
本
に
も
と
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
声
点
は
花
山
院
本
（
す
な

わ
ち
寛
文
十
年
別
本
）
に
き
わ
め
て
近
い
。

注

（
１
）　

根
上
剛
士
（
一
九
七
六
）「
名
目
抄
声
点
本
考
」『
国
語
学
』
一
〇
四

（
２
）　

上
野
和
昭
（
二
〇
一
三
）「『
名
目
鈔
』
所
載
の
通
秀
点
に
つ
い
て
」『（
ア
ク
セ
ン
ト

史
資
料
研
究
会
）
論
集
』
Ⅸ

（
３
）　

上
野
和
昭
（
二
〇
一
四
）「『
名
目
抄
』
に
差
さ
れ
た
声
点
の
系
譜
に
つ
い
て
」『
国

語
と
国
文
学
』
九
一
‐
二

（
４
）　

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
續
名
目
鈔
』
写
本
一
冊
（
五
二
八
・
六
‐
八
九
‐
一
）
や
静

嘉
堂
文
庫
蔵
『
續
名
目
鈔
』
写
本
一
冊
（
二
〇
七
二
五
‐
一
‐
五
〇
九
‐
八
）
な
ど
は
、

《
續
名
目
鈔
》《
名
目
抄
拾
遺
（
續
類
聚
）》《
諱
名
訓
抄
》
を
こ
の
順
に
記
載
し
、
末
尾

に
定
誠
識
語
を
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。
松
井
本
や
浅
草
文
庫
本
の
よ
う
な
順
序
の
増
補

本
か
ら
な
ら
ば
、
定
誠
識
語
を
一
緒
に
抜
き
出
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

 
 

　

な
お
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
『
名
目
抄
』（
イ
四
‐
二
四
七
八
‐
四
四
）
は
、《
諱

名
訓
抄
》《
續
類
聚
》
に
《
位
記
例
文
之
詞
》
を
書
き
加
え
た
も
の
で
、
蓬
左
文
庫
本

ま
た
は
徳
川
本
の
よ
う
な
増
補
本
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
定
誠
識

語
な
ど
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
５
）　

済
継
奥
書
の
み
を
載
せ
る
写
本
と
し
て
は
、
先
ご
ろ
（
二
〇
一
四
年
六
月
十
三
日
、

十
四
日
）
開
催
さ
れ
た
「
新
興
古
書
大
即
売
展
」
に
浅
倉
屋
書
店
か
ら
出
展
さ
れ
た
写

本
が
あ
る
。
書
肆
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
短
時
間
で
は
あ
っ
た
が
該
書
の
閲
覧
を
許
さ
れ

た
。
そ
の
と
き
の
記
憶
で
は
、
同
書
に
声
点
は
な
か
っ
た
。

（
６
）　

Ｇ
徳
川
本
ａ
に
立
安
識
語
の
な
い
こ
と
が
気
に
か
か
る
が
、
そ
の
元
の
か
た
ち
と
思

わ
れ
る
Ｆ
蓬
左
文
庫
本
に
は
不
完
全
な
が
ら
も
こ
れ
を
と
ど
め
て
い
る
。
増
補
系
諸
本

は
版
本
を
原
初
形
態
の
う
ち
に
含
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）　

持
實
識
語
に
は
「
元
禄
十
一
秊
仲
冬
日
」
に
記
さ
れ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
の

識
語
に
は
「
元
禄
末
年
又
以
一
条
前
殿
下
冬
経
公
秘
本
加
校
合
給
」
と
も
記
さ
れ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
定
誠
が
校
合
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
元
禄
末
年
」
と
い

う
記
し
方
は
、
い
ま
だ
元
禄
十
一
年
の
段
階
で
書
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
禄
は
十

七
年
ま
で
続
く
の
で
あ
り
、
十
一
年
の
段
階
で
「
末
年
」
を
言
う
の
は
穏
当
で
な
い
。

あ
る
い
は
花
山
院
定
誠
が
元
禄
五
年
に
出
家
し
た
あ
と
の
こ
と
を
い
う
か
と
も
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
不
審
で
あ
る
。
ち
な
み
に
定
誠
の
没
年
は
宝
永
元
年
で
あ
る
。

（
８
）　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
根
上
剛
士
氏
が
「
後
西
院
本
に
は
後
水
尾
上
皇
御

説
に
よ
る
声
点
が
あ
り
、
元
禄
元
年
に
定
基
が｢

校
讐
之
時｣

に
移
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
確
証
は
な
い
」（
一
九
七
六
、
五
二
頁
）
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
こ
に
「
定
基
」
と
あ
る
の
は
「
定
誠
」
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
後
西
院
宸
翰
本
に
あ
っ

た
声
点
を
花
山
院
定
誠
が
慶
長
版
本
に
移
声
し
た
と
い
う
の
は
動
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
９
）　
『
陽
明
叢
書
』
国
書
篇　

第
十
四
輯
「
中
世
国
語
資
料
」
思
文
閣
出
版
（
一
九
七
六
）

付
記

本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
度
特
定
課
題
研
究
助
成
費
（
基
礎
助
成
）「『
名
目
抄
』
に
差
さ
れ

た
声
点
の
系
統
に
つ
い
て
の
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


